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地質時間にわたる淡塩漸移帯の形態変化に関する数値解析的検討

Numerical study on the deformation of freshwater-saltwater transition zone through
geologic time.
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　本研究では、沿岸域における放射性廃棄物地層処分を考える上での基礎的資料の提供を目的として、淡塩漸
移帯を含む地下水流動場の状態を数値解析により検討した。具体的には、沿岸域の２次元断面モデルにより、静
的境界条件下（海水準変動、地殻変動、および人間活動が無い条件下）および動的境界条件下（上記の変動が含
まれる場合）での感度解析を行い、結果から一般的な議論を行った。
　まず、静的境界条件下の感度解析の結果は以下の諸点にまとめられる。①淡塩漸移帯の平衡状態は、初期の

塩水飽和状態からの淡水化過程と、初期淡塩分離状態からの塩水の陸側への侵入過程のどちらを考えても数百万
年のオーダーで同じ形状に落ち着くこと。②塩水飽和から淡水による洗い出しが起こる場合、第四紀程度の時間
があれば、多くの沿岸陸側地下は平衡に近い状態に至る可能性があること。③淡塩漸移帯には塩分濃度の分散領
域が生じるが、流動方向の大きく変化する流動境界は海水側に生じるらしいこと。④降雨の地下涵養量、地形、
地層の異方性は淡塩漸移帯の位置を変化させる要因となること。⑤沿岸地下の低透水断層は淡塩漸移帯の位置．
形態に影響する可能性が高いが、高透水化した断層の影響は弱くなること。
　動的境界条件下（海水準変動、地殻隆起、および地下施設建設）での感度解析を行った結果は大きく以下の

諸点にまとめられる。①地質時代における海水準変動の繰り返しの結果として予想される現在の淡塩漸移帯形状
は、海退と海進の速度的ちがい、および最後の海進から現在までの時間を考えると、沿岸域の地下深部では海退
時の淡水の張り出し効果が残存している可能性が強いことが考えられる。②この結果、ある程度地下深部での漸
移帯位置はガイベン・ヘルツベルグ的平衡形態とは大きく異なる可能性のあること。即ち、静的境界条件下での
予想は実サイトの評価には不適当となる可能性が大きいことが示唆された。②地下施設建設に伴う地下水位低下
は地表環境への大きな影響として考慮する必要があること、また、埋め戻し後の回復は百年程度のオーダーであ
ること。③開削により引き込まれた淡塩漸移帯は、開削前の形態にもどるにはより長時間（数千～1万年オーダー）
を要すると予想される。


